
マ
レ
ー
シ
ア
と
い
え
ば
、
か
つ

て
日
系
企
業
に
と
っ
て
、
東

南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
最
も
重
要
な
製

造
拠
点
だ
っ
た
。
と
く
に
八
〇
年
代

後
半
か
ら
九
〇
年
代
ま
で
、
エ
ア
コ

ン
や
Ｖ
Ｔ
Ｒ
、
テ
レ
ビ
な
ど
世
界
一

の
家
電
輸
出
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
近
年
は
、
中

国
の
台
頭
、
マ
レ
ー
シ
ア
国
内
の
労

働
力
不
足
と
労
働
コ
ス
ト
の
上
昇
な

ど
を
背
景
に
、
単
純
な
組
立
・
製
造

工
場
と
し
て
の
競
争
力
は
失
わ
れ
て

し
ま
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。

　

Ｉ
Ｔ
立
国
と
し
て
、
ま
た
研
究
開

発
の
拠
点
と
し
て
、
よ
り
付
加
価
値

の
高
い
製
造
業
に
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド

さ
せ
る
た
め
、
政
府
は
様
々
な
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
を
供
与
し
て
い
る
も
の

の
、
全
体
的
に
産
業
の
高
度
化
へ
の

転
換
は
遅
れ
て
お
り
、
ま
だ
成
功
し

た
と
は
言
い
が
た
い
状
況
で
あ
る
。

　

で
は
、
日
系
企
業
に
と
っ
て
、
マ

レ
ー
シ
ア
と
い
う
国
を
ど
う
と
ら
え

る
べ
き
か
。
い
ま
、
進
出
す
べ
き
か

ど
う
か
惑
わ
れ
て
い
る
企
業
も
多
い

だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
前
編
で
は
ま
ず
、

マ
レ
ー
シ
ア
経
済
の
現
状
と
資
源
国

と
し
て
の
可
能
性
、
そ
し
て
、
現
地

に
拠
点
を
置
く
際
に
重
要
な
判
断
材

料
と
な
る
日
本
ク
ラ
ス
タ
ー
の
概
要

を
紹
介
し
て
い
こ
う
。

ビ
ジ
ネ
ス
成
功
の
カ
ギ
は

三
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

　

最
近
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
経
済
を
語

る
う
え
で
注
目
さ
れ
て
い
る
キ
ー
ワ

ー
ド
「
３
Ｃ
」
を
ご
存
知
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
は
、
原
油
（Crude O

il

）、
粗

パ
ー
ム
油
（Crude Palm

 O
il

）、

中
国
系
（Chinese

）
の
三
つ
の
言

葉
に
共
通
す
る
頭
文
字
で
あ
り
、
こ

の
国
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
成
功
さ
せ
る
た

め
の
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
る
。

①
豊
か
な
天
然
資
源

　

東
南
ア
ジ
ア
の
中
心
に

位
置
す
る
マ
レ
ー
シ
ア

は
、
マ
レ
ー
半
島
と
ボ
ル

ネ
オ
島
の
北
部
か
ら
成
り

立
ち
、
国
土
の
約
六
〇
％

は
熱
帯
雨
林
で
覆
わ
れ
て

い
る
。
豊
か
な
資
源
国
と

し
て
知
ら
れ
、
七
〇
年
代

ま
で
は
錫ス
ズ

と
ゴ
ム
が
最
も

重
要
な
資
源
だ
っ
た
が
、
現
在
は
、

天
然
ガ
ス
、
原
油
、
油
や
し
が
加
わ

っ
た
。
そ
し
て
、
マ
レ
ー
シ
ア
政
府

は
単
な
る
製
品
の
輸
出
で
は
な
く
、

こ
れ
ら
の
資
源
を
ベ
ー
ス
に
し
た
付

加
価
値
の
高
い
工
業
製
品
へ
の
投
資

を
奨
励
し
て
お
り
、
原
油
に
関
し
て

い
え
ば
、
す
で
に
最
大
の
石
油
化
学

の
生
産
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。ま
た
、

天
然
ガ
ス
の
供
給
量
も
多
く
、
た
と

え
ば
、
日
本
が
輸
入
す
る
約
二
〇
％

は
マ
レ
ー
シ
ア
産
で
あ
る
。

　

一
方
、
粗
パ
ー
ム
油
で
は
、
食
油

だ
け
で
な
く
、
石
鹸
や
洗
剤
の
製
造

分
野
で
多
く
の
日
系
企
業
が
す
で
に

進
出
し
て
い
る
。
と
く
に
近
年
、
パ

ー
ム
油
の
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
や
、

油
や
し
の
実
か
ら
粗
パ
ー
ム
油
へ
の

製
造
過
程
に
で
き
た
様
々
な
廃
棄
物

の
再
利
用
と
い
う
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
に

関
わ
る
企
業
が
増
え
て
き
た
。

クアラルンプールのランドマーク
「ペトロナス・ツインタワー」
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カントリーリスクを
最小化する！

アジア進出
成功MAP
アジア進出するなら自社に適した
国はどこか。今回注目するのは、多
民族国家「マレーシア」。かつて日本
企業にとって重要な製造拠点だっ
た国の存在感は近年弱まっているが、
資源国としての魅力は非常に大きい。
果たしてビジネスの可能性は…。
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②
多
様
な
人
材
が
も
つ
可
能
性

　

マ
レ
ー
シ
ア
を
考
え
る
際
、
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
の
が
多
民
族
国
家
と

い
う
点
で
あ
る
。
総
人
口
約
二
八
四

〇
万
人
の
う
ち
、
六
五
％
以
上
を
占

め
る
の
が
先
住
民
で
あ
る
マ
レ
ー
系

で
、
以
下
、
中
国
系
約
二
五
％
、
イ

ン
ド
系
約
八
％
、
そ
の
他
の
民
族
が

続
く
。
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
教
や
生
活
習

慣
の
融
合
か
ら
独
特
な
文
化
が
生
ま

れ
、
マ
レ
ー
シ
ア
と
い
う
国
の
魅
力

を
創
り
出
し
て
き
た
。

　

日
系
企
業
の
現
地
採
用
職
、
と
り

わ
け
経
理
職
と
営
業
職
で
は
、
中
国

系
が
目
立
つ
。
彼
ら
は
国
語
の
マ
レ

ー
シ
ア
語
、
ビ
ジ
ネ
ス
公
用
語
の
英

語
だ
け
で
な
く
、
中
国
語
も
母
国
語

と
し
て
身
に
つ
い
て
い
る
う
え
、
日

本
へ
の
留
学
経
験
者
も
多
い
こ
と
か

ら
日
本
語
が
で
き
る
者
も
少
な
く
な

い
。
こ
の
多
言
語
力
が
ビ
ジ
ネ
ス
で

は
非
常
に
強
い
武
器
と
な
る
。実
際
、

国
内
の
み
な
ら
ず
、
中
国
や
東
南
ア

ジ
ア
で
の
交
渉
を
任
さ
れ
、
精
力
的

に
各
地
を
飛
び
回
っ
て
成
果
を
上
げ

て
い
る
。
こ
れ
か
ら
進
出
す
る
日
系

企
業
も
、
こ
う
し
た
中
国
系
の
優
秀

な
人
材
を
い
か
に
味
方
に
す
る
か
が

一
つ
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
だ

ろ
う
。

③
格
安
航
空
会
社（
Ｌ
Ｃ
Ｃ
）と

　

交
通
イ
ン
フ
ラ
面
の
優
位
性

　

東
南
ア
ジ
ア
に
「
今
、
誰
も
が
飛
べ

る
（N

ow
, E
veryone C

an F
ly

）」

時
代
に
な
っ
た
。
そ
ん
な
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
を
掲
げ
て
、
革
命
を
も
た
ら
し

た
の
は
マ
レ
ー
シ
ア
発
の
航
空
会
社

「
エ
ア
ア
ジ
ア
（A

ir A
sia

）」
で
あ
る
。

国
営
の
マ
レ
ー
シ
ア
航
空
の
国
内
線
独

占
状
態
を
破
っ
て
、
首
都
ク
ア
ラ
ル
ン

プ
ー
ル
の
国
際
空
港
を
拠
点
に
東
南

ア
ジ
ア
七
三
都
市
に
就
航
。
格
安
運
賃

で
便
数
も
多
く
、
各
地
へ
の
出
張
が
格

段
に
便
利
に
な
っ
た
。
あ
る
大
手
日
系

企
業
で
は
、
東
南
ア
ジ
ア
の
統
括
オ
フ

ィ
ス
を
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
に
据
え
、

飛
行
機
で
二
時
間
以
内
の
営
業
は
出

張
ベ
ー
ス
で
考
え
、
す
べ
て
格
安
便
を

使
用
す
る
よ
う
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る

ほ
ど
の
変
化
だ
。

　

ま
た
、
空
だ
け
で
な
く
、
陸
の
イ

ン
フ
ラ
も
優
れ
て
い
る
。
と
く
に
マ

レ
ー
半
島
で
は
、
南
北
、
東
西
に
高

速
道
路
が
完
結
さ
れ
、
た
と
え
ば
、

車
で
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
か
ら
四
時

間
以
内
で
北
の
ペ
ナ
ン
、
南
の
ジ
ョ

ホ
ー
ル
・
バ
ル
に
到
着
で
き
る
。

④
中
東
諸
国
へ
の
橋
渡
し
役

　

国
旗
に
描
か
れ
た
月
と
星
か
ら
も

わ
か
る
と
お
り
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
国

教
は
イ
ス
ラ
ム
教
で
あ
る
。
個
人
の

信
仰
の
自
由
は
保
障
さ
れ
て
い
る

が
、
国
民
の
多
く
は
ム
ス
リ
ム
で
あ

り
、
外
交
面
に
お
い
て
も
古
く
か
ら

中
東
諸
国
と
よ
い
関
係
を
築
い
て
き

た
。
八
〇
年
代
半
ば
、
イ
ス
ラ
ム
金

マレーシア

＜マレーシアの概要＞
●国土 32万9735 平方キロメートル（日本の0.87倍）
●人口 約2840万人（日本の約20％）
●公用語 マレー語、英語、中国語、タミール語
※ビジネスの場合はほぼ英語、会社によっては中国語、政府機関はマレー語
●名目GDP 2378億USドル（2010年世界36位）
※2010年の実質GDP成長率は7.2％ 
　1人当たり名目GDPは8423ドル（世界64位、アジア7位）

●通貨 リンギット（RM） ※１RM＝24.41JPY（2012年1月16日現在）
●主な産業 製造業（電気機器）、農林業（天然ゴム、パーム油、木材）
 及び鉱業（錫、原油、天然ガス）
●日系企業 1407社（製造業730社、非製造業677社）
●在留邦人 9705人 ※日本人学校＝4校
●日本からの直接投資 4029.4（100万リンギ） ※前年比42.8%減

ベトナム

マレーシア

インドネシア

フィリピン

シンガポール

タイ

カンボジア

ジョホール州

日系企業の
ビジネス拠点

サラワク州

サバ州

プルリス州

セランゴル州

ヌグリ・スンビラン州

クランタン州

トレンガヌ州

ムラカ州

コタキナバル

クアラルンプール
プトラジャヤ

ラブアン

ジョホール・バル

ペナン州
ペ
ラ
州

13の州と3つの連邦直轄領（首都クアラルンプール、ラブアン、プトラジャヤ）で構成される。
行政区画

ボルネオ島

マ
レ
ー
半
島

ク
ダ
州

パハ
ン
州
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さいかわ てつじ 1969年生まれ。95年JMAC入社。生産コンサルタントとして、国内外100社を超える企業の生産性向上、
コストダウン、サプライチェーン改革などの支援を手がける。06年より戦略コンサルタントとして、事業再編・再生、中期戦略
構築の支援を行なうほか、アジア化支援センターでは東南アジアを主に担当。11年よりシンガポール支店長兼務。

融
制
度
が
確
立
さ
れ
て
以
後
、
開
発

政
策
と
政
府
機
構
の
イ
ス
ラ
ム
化
政

策
が
推
進
さ
れ
、
九
七
年
の
ア
ジ
ア

通
貨
危
機
を
機
に
加
速
し
て
い
く
。

　

経
済
自
由
化
や

※ブ
ミ
プ
ト
ラ
保
護

政
策
の
撤
廃
と
い
っ
た
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
を

は
じ
め
と
す
る
欧
米
諸
国
の
要
求
に

対
し
、
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
は
そ
れ
を

拒
否
。
そ
し
て
「
資
本
管
理
」
と
い

う
独
自
の
政
策
を
打
ち
出
し
て
「
不

良
財
権
買
取
機
構
」「
銀
行
資
本
再
生

機
構
」
を
設
立
、
自
ら
の
力
で
経
済

を
立
て
直
し
て
き
た
。
そ
し
て
近
年
、

先
進
国
以
外
に
中
東
諸
国
か
ら
オ
イ

ル
マ
ネ
ー
を
呼
び
込
む
た
め
、
政
府

は
さ
ら
に
そ
の
施
策
を
推
し
進
め
、

イ
ス
ラ
ム
金
融
を
振
興
す
る
よ
う
、

各
銀
行
に
対
し
て
様
々
な
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
を
供
与
し
て
い
る
。

　

金
融
以
外
に
注
目
す
べ
き
分
野
は

ハ
ラ
ル
食
品
（
イ
ス
ラ
ム
教
の
教
え

に
則
っ
た
食
品
）
市
場
で
あ
る
。
と

く
に
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
ハ
ラ
ル
認
証

は
世
界
の
イ
ス
ラ
ム
諸
国
か
ら
信
頼

さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
ハ
ラ
ル
食

品
を
含
む
食
品
加
工
分
野
に
日
系
企

業
の
進
出
が
続
い
て
い
る
。
中
東
・

イ
ス
ラ
ム
諸
国
と
の
橋
渡
し
役
と
し

て
の
マ
レ
ー
シ
ア
の
潜
在
力
に
ビ
ジ

ネ
ス
の
可
能
性
を
見
出
し
た
の
だ
。

マ
レ
ー
シ
ア
に
お
け
る

日
本
ク
ラ
ス
タ
ー

　

現
在
、
日
本
は
マ
レ
ー
シ
ア
に
と

っ
て
、
中
国
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
次

ぐ
貿
易
相
手
国
で
あ
る
。
重
要
な
投

資
国
の
一
つ
で
も
あ
り
、
直
近
の
〇

六
年
〜
〇
九
年
で
は
、
マ
レ
ー
シ
ア

へ
の
最
大
投
資
国
で
あ
っ
た
。一
方
、

二
〇
一
〇
年
末
現
在
、
マ
レ
ー
シ
ア

に
進
出
し
て
い
る
日
系
企
業
は
一
四

〇
七
社
に
達
し
た
。
内
訳
は
、
製
造

業
七
三
〇
社
（
電
子
・
電
気
関
係
二

七
三
社
）
に
対
し
、
非
製
造
業
六
七

七
社
で
、
他
国
に
比
べ
る
と
、
非
製

造
業
の
割
合
が
か
な
り
高
い
。

　

オ
フ
ィ
ス
や
工
場
な
ど
ビ
ジ
ネ
ス

の
拠
点
と
し
て
は
、
①
ク
ア
ラ
ル
ン

プ
ー
ル
＆
セ
ラ
ン
ゴ
ル
州
、
②
ペ
ナ

ン
州
、
③
ジ
ョ
ホ
ー
ル
州
と
い
う
三

つ
の
地
域
に
集
中
し
て
い
る
。
前
ペ

ー
ジ
図
表
に
示
し
た
と
お
り
、
マ
レ

ー
シ
ア
は
一
三
の
州
と
三
つ
の
連
邦

直
轄
領
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、

〇
九
年
の
デ
ー
タ
で
は
、
ク
ア
ラ
ル

ン
プ
ー
ル
＆
セ
ラ
ン
ゴ
ル
州
が
最
も

日
系
企
業
が
多
く
、
そ
の
数
九
一
九

社
で
在
留
邦
人
数
は
五
六
〇
五
人
、

以
下
、
ペ
ナ
ン
州
は
一
一
三
社
で
二

一
二
二
人
、
ジ
ョ
ホ
ー
ル
州
は
一
四

八
社
で
八
一
六
人
で
あ
る
。

　

で
は
、
日
本
ク
ラ
ス
タ
ー
が
最
も

集
中
し
て
い
る
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル

＆
セ
ラ
ン
ゴ
ル
州
周
辺
に
焦
点
を
当

て
て
最
近
の
傾
向
を
見
て
い
こ
う
。

①
オ
フ
ィ
ス
街

　

日
系
企
業
、
と
り
わ
け
非
製
造
業

の
多
く
は
、
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
に

拠
点
を
置
い
て
い
る
。
す
っ
か
り
街

の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
た
「
ペ
ト
ロ
ナ

ス
・
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
」
の
周
辺
や
、

目
抜
き
の
ブ
キ
ビ
ン
タ
ン
通
り
、
サ

ル
タ
ン
イ
ス
マ
イ
ル
通
り
な
ど
に
、

商
社
を
は
じ
め
、
旅
行
・
保
険
関
連

の
日
系
企
業
が
オ
フ
ィ
ス
を
構
え
て

い
る
。
し
か
し
年
々
、
市
内
の
道
路

混
雑
の
度
合
が
増
し
て
き
た
た
め
、

車
で
南
西
に
二
〇
分
ほ
ど
行
っ
た
と

こ
ろ
に
あ
る
セ
ラ
ン
ゴ
ル
州
の
工
業

都
市
ペ
タ
リ
ン
ジ
ャ
ヤ
に
事
務
所
を

構
え
る
企
業
も
増
え
て
き
た
。

②
工
業
地
帯

　

こ
の
界
隈
で
最
も
整
備
さ
れ
て
い

る
の
は
、
セ
ラ
ン
ゴ
ル
州
の
州
都
シ

ャ
ー
・
ア
ラ
ム
と
ク
ラ
ン
の
工
業
地

帯
で
あ
る
。
シ
ャ
ー
・
ア
ラ
ム
に
は
、

マ
レ
ー
シ
ア
国
営
の
自
動
車
会
社
プ

ロ
ト
ン
の
工
場
が
あ
る
た
め
、
早
く

か
ら
町
の
整
備
が
進
み
、
外
資
系
企

業
も
数
多
く
進
出
し
て
い
る
。
パ
ナ

ソ
ニ
ッ
ク
、
シ
ャ
ー
プ
、
信
越
化
学
、

キ
ヤ
ノ
ン
な
ど
日
系
大
手
の
工
場
も

建
ち
並
ん
で
い
る
が
、
近
年
、
よ
り

安
価
な
土
地
と
労
働
力
を
求
め
て
、

南
の
ヌ
グ
リ
・
ス
ン
ビ
ラ
ン
州
の
ニ

高級ブランド店が建ち並ぶブキビンタン通り

日本人が多く住んでいるモントキアラ地区

※ブミプトラ保護政策　1971年から政府によって始められた、先住民であるマレー人
優遇政策のこと。マレー語Bumiputra（またはBumiputera）は「土地の子」を意味する。

��ニュートップL.　2012.March.No.30



ラ
イ
、
セ
ナ
ワ
ン
の
工
業
地
帯
へ
進

出
す
る
企
業
も
目
立
つ
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。

③
日
本
人
居
住
区

　

日
本
人
が
多
い
エ
リ
ア
は
、
ク
ア

ラ
ル
ン
プ
ー
ル
で
は
、
モ
ン
ト
キ
ア

ラ
、
バ
ン
サ
ー
、
タ
マ
ン
デ
サ
、
そ

し
て
、
セ
ラ
ン
ゴ
ル
州
の
サ
ウ
ジ
ャ

ナ
だ
。
最
も
集
中
し
て
い
る
の
は
モ

ン
ト
キ
ア
ラ
で
、
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー

ル
在
住
の
日
本
人
の
半
分
が
住
ん
で

い
る
。
バ
ン
サ
ー
は
も
と
も
と
欧
米

系
外
国
人
や
地
元
の
裕
福
な
家
庭
が

多
く
住
み
、
サ
ウ
ジ
ャ
ナ
は
日
本
人

学
校
や
ゴ
ル
フ
場
が
あ

る
た
め
、
日
本
人
に
と

っ
て
は
絶
好
の
居
住
地

と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
。ま
た
、日
本
人
ク
ラ

ブ
が
あ
る
タ
マ
ン
デ
サ

は
、
マ
レ
ー
シ
ア
で
一

番
大
き
い
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
「
ミ
ッ
ド

バ
レ
ー
」
が
近
く
、
人

気
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
近
年
、
企
業

の
進
出
と
は
別
に
、
長

期
滞
在
を
目
的
に
マ
レ

ー
シ
ア
を
訪
れ
る
日
本

人
が
増
え
て
き
た
。「
マ

レ
ー
シ
ア
・
マ
イ
・
セ

コ
ン
ド
・
ホ
ー
ム
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
（
上
限
一
〇

年
の
数
次
入
国
社
交
訪

問
パ
ス
）」
で
、
す
で
に

一
四
〇
〇
組
以
上
が
参

加
し
、
日
本
ク
ラ
ス
タ

ー
に
多
様
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

④
大
商
業
エ
リ
ア

　

ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
市
内
の
高
級

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
で
あ
る
パ
ビ

リ
オ
ン
に
は
「
東
京
ス
ト
リ
ー
ト
」

と
い
う
日
本
の
レ
ス
ト
ラ
ン
街
を
テ

ー
マ
と
し
た
フ
ロ
ア
が
あ
り
、
話
題

を
呼
ん
で
い
る
。
ま
た
、
近
郊
に
も

日
本
に
劣
ら
な
い
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
が
増
え
て
き
た
。
伊
勢

丹
や
イ
オ
ン
な
ど
九
〇
年
代
か
ら
進

出
し
て
い
る
流
通
大
手
に
加
え
、
最

近
で
は
、
ダ
イ
ソ
ー
、
ユ
ニ
ク
ロ
、

ワ
タ
ミ
な
ど
日
本
で
も
お
馴
染
み
の

流
通
勝
ち
組
が
進
出
し
、
生
活
水
準

が
高
ま
っ
て
き
た
マ
レ
ー
シ
ア
の
中

間
所
得
層
を
取
り
込
も
う
と
し
て
い

る
。
大
商
業
エ
リ
ア
に
も
日
系
の
サ

ー
ビ
ス
業
に
と
っ
て
、
大
き
な
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
そ
う
だ
。

世
界
の
資
源
高
を
背
景
に

新
た
な
段
階
へ

　

二
〇
〇
〇
年
以
降
、
世
界
の
資
源

高
を
背
景
に
、
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、

原
油
、
天
然
ガ
ス
、
油
や
し
、
ゴ
ム

木
な
ど
が
経
済
成
長
の
新
た
な
柱
と

な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
二
〇
二
〇

年
の
先
進
国
入
り
を
め
ざ
し
て
策
定

さ
れ
た
「
ワ
ワ
サ
ン
（
マ
レ
ー
語
で

vision

）2020

」
の
も
と
、
内
需
消

費
拡
大
へ
の
シ
フ
ト
が
始
ま
っ
た
。

経
済
が
成
熟
化
し
、
産
業
構
造
も
多

様
化
す
る
な
か
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国

連
合
（
ア
セ
ア
ン
＝A

sean

）
に
、

日
本
、
中
国
、
韓
国
を
加
え
た
〝
ア

セ
ア
ン
＋
３
〞
の
自
由
貿
易
圏
構
想

も
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

昨
年
の
タ
イ
の
洪
水
被
害
は
、
日

系
企
業
に
と
っ
て
一
国
へ
の
進
出
集

中
の
リ
ス
ク
が
大
き
い
こ
と
を
改
め

て
思
い
知
ら
さ
れ
る
出
来
事
だ
っ
た

が
、
そ
ん
な
な
か
、
比
較
的
に
政
治

が
安
定
し
、
人
材
や
イ
ン
フ
ラ
面
の

よ
さ
に
加
え
、
資
源
豊
か
な
マ
レ
ー

シ
ア
が
ど
ん
な
意
味
合
い
を
も
つ
の

か
。
次
回
も
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
可
能

性
を
探
っ
て
い
く
。

ショッピングモール内にある「東京ストリート」

日系企業の
オフィス

日本人が
多く住むエリア

サウジャナ

バンサー

ペタリンジャヤ

クアラルンプール

タマンデサ

モントキアラ

図表■クアラルンプール周辺の日本クラスター

クアラルンプール

セランゴル州
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